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１．研究計画の概要 
（１）本研究の主たる目的は、研究代表者が
これまで行なってきたインド古典期の言語
哲学研究の成果を踏まえ、「意味論」、とりわ
け「文」にかかわる「意味論」（文意論）の
特質を、インド６世紀の思想家バルトリハリ
の主著『文章単語論』（ヴァーキヤ・パディ
ーヤ）の第２巻自注のテキスト分析を通じて
明らかにすることである。 
（２）テキスト分析には、信頼しうる校訂テ
キストが必要であるが、現行の刊本は、校訂
が不完全であるので、新たに撮った当該テキ
スト写本の写真に基づき校訂テキストを作
成し、それに基づきテキスト分析を行なう。 
（３）テキスト分析に際しては、作成した校
訂テキストをもとにして、XML 文書化ツー
ルを用いて諸テキスト情報をタグとして埋
め込んだ「電子版研究ノート」を作成する。 
２．研究の進捗状況 
（１）『文章単語論』第２巻の写本写真に基
づいた Diplomatic Text の作成は完了した。 
（２）『文章単語論』第２巻の現行の諸刊本
との校合を行ない第２巻の校訂テキストを
作成する作業は、現在約 60 パーセント程度
を完成したところである。 
（３）校訂テキスト作成にあたって、第２巻
のプンヤラージャ注、第３巻のヘーラーラー
ジャ注を参照したが、そのデータ化を第２年
度に行なったので、（２）の作業が遅れた。 
（４）XML ツールを用いての「電子版研究
ノート」の作成については、最終的な成果公
表の方法とも関係するので、現在なお様々な
試みをしているところである。諸テキスト情
報のタグ付けによる XML 文書化は、校訂テ
キストの作成とほぼ同じ進捗状況であるが、

その公表方法については模索中である。今年
度が最終年であるので、批判校訂テキストと
翻訳、注記を同一ページで示す形式での成果
の公表をめざす。 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由）2008 年までは順調に作業を進めた
が、2009 年秋の国際サンスクリット学会開
催にあたってその事務局長であったため、そ
れに忙殺され、自分の研究発表の準備はでき
たものの、実際の発表ができなかった。ただ
し、文意論の研究自体は順調に進めており、
校訂テキストの作成作業を今年度中に進め
れば、当初の目的は達成できる。 
４．今後の研究の推進方策	 
『文章単語論』第２巻（含自注）の校訂テキ
ストと翻訳研究、およびバルトリハリの文意
論を言語哲学の歴史的展開の中に位置づけ
る論考を本として刊行するよう努力する。	 
５.	 代表的な研究成果	 
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